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１０月 

わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。

人がわたしにつながっており、わたしもその人に

つながっていれば、その人は豊かに実をむすぶ。

（ヨハネによる福音書、１５章５節） 

I am the vine. You are the branches. He who 

remains in me, and I in him, the same bears 

much fruit, for apart from me you can do 

nothing. （Gospel of John15:5） 

 

２０１６年９月の統計（９月３０日） 

在籍１１名 出席者７名（メーキャップ１名）  

出席率７３％ 

 

10月例会のお知らせ 

吉野 勝三郎 

10月 15日（土）１２：００～１３：００“つくば”

で開催します。 

今回は、川越クラブが所属する関東東部の今年度の部

会直前に開催します。場所は、部会との関連で決まり

次第お知らせします。片山部長からは、川越クラブか

らも多くのメンバーが部会に参加して欲しいと、再三

の要請が来ていますので、まだ参加を決めていない方

もぜひ部会出席と合わせて、川越クラブの例会に出席

下さい。議題は、東日本区大会準備のことを扱います。 

 

9月例会報告 

吉野 勝三郎 

9月は部会や、北九州クラブ 60周年記念などがあり、

なかなか例会を開けませんでしたが、月末ぎりぎり 30

日（金）の午後７：００から開催することができまし

た。幸い、7 名が出席となり、ゲストとして太田勝人

東日本区国際・交流事業主任も交えて、短時間ながら

充実した例会となりました。当日の主要事項を報告し

ます。 

 

１．アースデイ・イン川越の準備と当日の対応につい

て 

２．10月例会を 10月 15日（土）１２：００～１３：

００につくばで開催する 

３．11 月例会の卓話は、“時の鐘”の写真を提供して

くれた、島崎賢一さんの可能性を探る 

４．12 月例会は、12 月 17 日（土）として、“ユース

例会”とする 

５．東日本区定款改正（案）の検討 

 

“北東部”部会報告 

吉野 勝三郎 

 
 

9月 17日（土）に盛岡で開催された、“北東部”の

部会について報告します。前半の部会の後、盛岡クラ

ブ１０周年記念例会でした。 

部会では、エルマークロウ賞が利根川恵子理事から

直前北東部部長中川典幸メン（仙台）に手渡されまし

た。又、川越クラブとしては、開催準備を進めている、

来年の東日本区大会をアピールさせてもらいました。

参加者は、利根川恵子東日本区理事、山本剛史郎東日

本区書記、松川厚子東日本区大会実行委員長、吉野勝

三郎でした。 
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なお、盛岡クラブ 10 周年例会のゲストスピーカー

は、“渚亭たろう庵”松本勇毅社長が、「あれから 5年、

あの日を忘れない」という題で、2011年 3月 11日の

東日本大震災のことを迫力ある実際の映像を見せな

がら講演されました。また、今年 4月の熊本震災につ

いても、日本 YMCA 研究所所長の光永尚生メンから

報告がありました。 

 

 
 

北九州クラブ６０周年記念例会報告 

吉野 勝三郎 

9月 24日（土）に北九州市小倉区で開催された、北

九州クラブ 60 周年記念例会に出席して来ました。3

年前に DBC を結び、それを契機に利根川恵子メンは

今回で 4回目の北九州クラブの例会出席とのことでし

た。私は、初めて参加しました。今回は、牛村永代メ

ンを加えて、川越クラブから 3名の参加となりました。 

同日は、何と、6 名が同時に入会するという、感動

的な場面に立ち会うことができました。20名でスター

トし、最低では 4名となり、クラブ解散かと言う危機

を乗り越えて、現在１０名のところに 6 名入会です。 

ぜひ私達も北九州クラブの秘法を学びたいです。当

然ながら、DBCという関係から、来年の東日本区大

会のアピールもしっかりさせてもらいました。 

 

 
（男性 1名、女性 5名の入会式） 

 

 
もう一つ、ビック・サプライズ!！牛村永代メンが、

当日、誕生日でした。参加者全員で♪Happy Birthday

♪を歌い、花束贈呈がありました。 

 

アースデイ・イン・川越報告 

山本剛史郎 

2016 年 10 月 2 日（日）、今年も川越市・立門前に

おいてアースデイ・イン・川越 立門前が行われ、川

越ワイズメンズクラブも蓮馨寺においてリサイク

ル・バザーを行いました。 

参加者は鎌田政稔がアースデイ・イン・川越 立門

前全体の責任者として、そして牛村永代、松川厚子、

山崎純子、吉田公代、山本剛史郎がリサイクル・バザ

ー、河合今日子がYMCAの引率として参加しました。

当日は前日の曇りがちの天気から一転して良く晴れ

ており、気持ちの良い日となりました。 

アースデイ・イン・川越は、今年で 18回目を迎え、

もともと川越ワイズメンズクラブ、埼玉 YMCA 川越

センターが中心となって始めたイベントです。川越の

自然の紹介をはじめ、ゴミやエネルギーなどの環境問

題について考え、地域に住む外国人との交流から国際

理解を深めながら、「地球人」として世界の人々と共

に、かけがえのない地球環境を守り、すべての人々と

手を携えて平和で安全な世界を築くことを目的とし

たみんなのイベントです。今回は、特に食品ロスの問

題とその解決への取組をかつて栄養食配給所もあっ

た旧川越織物市場で展示しました。 

 リサイクル・バザーの方は皆さん朝 8時半より、集

まり、準備を整えました。例年に比べ、リサイクル品

も少なくなった感じもしますが、例年通り、準備は

着々と進めました。例年通り、周りにはいもの子作業

所（知的障害者自立支援施設）の物品販売、狭山太陽

光発電クラブによる展示などが行われました。私の家

の子どもたちは太陽光発電の展示、しゃぼん玉飛ばし

と太陽光発電によるおもちゃに夢中になって遊んで

いました。途中から埼玉 YMCA 川越センターから中

学生がお手伝いに来てくれましたが、残念ながら、今

年は人の流れのせいかリサイクル・バザーの売り上げ

はいまいちでした。しかし、別の場所（織物市場）で

行われていた食品ロスの問題を扱うコーナーの展示

などはなかなか考えさせるものがありました。筑波大

学付属坂戸高等学校によるフードバンクのことなど

改めて知る機会があったことは良かったと思います

し、このアースデイ・イン・川越の意味だと思いまし

た。 

 

富士山例会報告 

山本剛史郎 

日本一高いところで行う「第 14 回 富士山例会」

が 2016 年 9 月 24 日（土）～25 日（日）に富士山五

合目「佐藤小屋」で行われ、参加してきました。以前

から一度は参加したいと思っていましたが、今年、よ

うやく訪れることができました。私は翌日 25 日には

富士山部会に参加するため、自分の車で行きましたが、

自宅から圏央鶴ヶ島 IC に行き、圏央道・中央道・富

士スバルラインを通って、130 ㎞、2 時間で富士山五

合目の駐車場に到着しました。 

佐藤小屋には 13 時頃到着しましたが、あいにくの

雨、というより気温も低く雹が降っており、天気には

恵まれませんでした。そのような中、15人ほどは吉田



口を馬返しから歩いて登ってきており、約 3時間半か

けて佐藤小屋に到着した時にはみんなびしょ濡れに

なっていました。さて、本来は 14 時に佐藤小屋に集

合し、キノコ狩りなど自由散策をする予定でしたが、

外は雹交じりの雨でそれどころではありませんでし

た。仕方なく佐藤小屋の中でゴロゴロと過ごしていま

したが、大野勉ワイズ（神戸ポート、西日本区次期理

事）のギターで歌をうたったりしながら過ごしました。

15時半から原俊彦ワイズ（富士五湖クラブ会長）の開

会点鐘により例会が始まり、約 50 名のワイズ、メネ

ット、ゲストが参加しました。誕生会なども行われま

したが、望月勉ワイズ（富士五湖）がご自身の話をし

てくれました。望月ワイズは今年初めに胃がんの手術

をされ、その手術そのものは成功したものの、横隔膜

のあたりに膿がたまってしまいその手術を数日前に

したばかりで、体力も十分に回復していませんでした

が、話はまさに望月節の力強い話でした。御園生好子

ワイズ（東京サンライズ会長）による閉会点鐘の後、

駒山祥子さんによるミニ卓話「マラソンに魅せられて

20年」も行われ、市民ランナーとしてマラソンの魅力

について語ってくれました。 

夕方からは雨も小降りとなりましたが、最初は小屋

の中での懇親会となり、外で焼いた肉や野菜などを小

屋の中に持ってきて食べ、飲んでいました。しかし、

夜になると雨も上がり、外でバーベキューをしながら

の楽しい懇親会となりました。そして夜も更け、佐藤

小屋での宿泊となりますが、山小屋のベッドですから

狭いことは狭いのですが、富士山の 7合目以上の高い

ところにある山小屋とは違い、一人分のスペースが十

分に取れました。翌日は 6時頃に起き、朝食を食べま

した。人によっては 4時半に起きてご来光散策をしま

したが、私は寝ていました。朝食後はオプショナルツ

アーとして奥庭散策が設けられていましたが、私は富

士山部会に出席するため、車で佐藤小屋を後にしまし

た。とても楽しい例会でしたので、来年は皆さんもぜ 

ひ、参加してみてください。 

 

 
望月勉ワイズ（富士五湖、2014-15年度あずさ部部長） 

 
第 14回富士山例会集合写真 

 YMCA 報告 
＜クローバークラブがアースディに参加＞ 

10月 2日にクローバークラブの中高生の子どもた

ちとアースデイ・イン・川越立 門前に参加しました。

メインは、バザーのお手伝いでしたが、環境問題・食

品問題について学んだり、多くの人と関わったり、自

分たちで意思決定を行なったりと盛りだくさんの日

でした。疲れもありましたが、この経験が子どもたち

の今後に繋がればと願っています。 

当日は、ワイズメンズ

クラブの皆さまが子ど

も達に声をかけてくだ

さったり、焼き芋を買っ

てくださったりと気に

かけていただきありが

とうございました。 

普段なかなか関わる

ことができない皆さん

とご一緒できたことは、

子ども達にとって大変

良い機会となりました。

（子ども達に「ゲームを

買ってくださった方々

だよ」と伝えると、「お

～！！」と感激していました。）皆さま、どうもあり

がとうございました。 

 

＜ティーバッティングを購入しました＞ 

9 月のトースター＆小江戸

Ｙキッズの活動でティーボー

ルを行いました。ティーボール

は、ボールをゴムの棒の上に置

いてバッティングを行う野球

です。普段は身体を動かすこと

の少ない子ども達ですが、稲荷

山公園で思いきり遊ぶことが

できました。 

ティーバッティングは、今年度いただきました特別

支援物品購入の支援金で購入させていただきました。

ありがとうございました。 

【予定】 

11/23(水・祝)ＹＭＣＡフェスティバルが開催されま

す。ＹＭＣＡ会員大会も同時開催いたします（詳細は

後日お知らせします）。ご参加、ご出席をお待ちして

おります。 


